




一般にどの年齢であれ、原因不明の突然死は睡眠中に起ることが多い。一方、近年睡眠に

関しての研究が進んでいるが、睡眠中の自律神経系の変動に関しては未だに不明の点が多

い。突然死の原因には突然の心停止或は呼吸停止が考えられており、自律神経系の関与が

大きいと思われる。今回、思春期の自律神経失調の 10 症例に長時間ポリグラフ検査を行っ

たところ、内 3 例に著明な不整脈を認め、特にその中の 1 例には、睡眠中のみ出現する

Morbitz Ⅱ型 A-V block がみられたので報告する。 


